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要旨
ここには日本語要旨を記述する．分量の目安は全角 300文字以上 1ペー
ジ以内程度である．本文が英語の場合であっても日本語要旨を記述するも
のとする．



Abstract
ここには英語で要旨を記述する．日本語で記述される卒業論文であって
もこの項目を省略することはできない．分量規定はないが，日本語用紙と
比較して極端に少ないことがないようにする．
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